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福
井
・高
塚
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
井
県
小
浜
市
高
塚

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
三
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
小
浜
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
松
川
雅
弘

・
下
仲
隆
浩

・
西
島
伸
彦

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

（二
世
紀
）、
官
衛
跡

（八
世
紀
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一世
紀
、
人
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

福
井
県
若
狭
地
方
の
中
央
に
、
東
西
方
向
に
拡
が
る
狭
小
な
小
浜
平
野
が
あ

る
。
高
塚
遺
跡
は
こ
の
平
野
を
西
流
す
る
北
川
の
右
岸
に
立
地
し
、
遺
跡
名
の

由
来
で
も
あ
る
高
塚
集
落
の
西

側
に
位
置
す
る
。
こ
の
遺
跡
の

背
後

（北
側
）
に
は
、
平
野
部

と
若
狭
湾
を
区
切
っ
て
い
る
尾

根
群
が
存
在
し
、
遺
跡
の
す
ぐ

南
に
は
前
記
し
た
北
川
が
支
流

Ｄ

を
集
め
な
が
ら
西
流
す
る
。

と
ヽ
　

高
塚
遺
跡
は
弥
生
時
代
後
期

と
奈
良
時
代
の
複
合
遺
跡
で
あ

1999年出上の木簡

り
、
す
ぐ
西
に
は
弥
生
時
代
前
期
の
九
山
河
床
遺
跡
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
北

川
を
渡
り
南
に
向
か
う
と
、
若
狭
国
の
国
衛
推
定
地
で
あ
る
遠
敷
地
区
が
あ
り
、

そ
の
東
に
は
若
狭
国
分
寺
跡
が
あ
る
。

本
調
査
は
宅
地
造
成
に
よ
る
も
の
で
、
調
査
区
域
は
当
該
造
成
区
域
内
の
道

路
建
設
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
部
分
を
対
象
と
し
た
。
こ
の
場
所
は
高
塚
遺
跡
の

西
端
に
位
置
し
、
遺
物
の
表
面
採
取
状
況
か
ら
す
る
と
、
中
心
は
さ
ら
に
東
に

片
寄
る
と
思
わ
れ
る
。
調
査
面
積
は
約
九
七
〇
ポ
で
あ
る
。

本
調
査
で
確
認
さ
れ
た
奈
良
時
代

（上
面
）
の
主
な
遺
構
に
は
、
片
面
廂
を

持
つ
二
間
×
四
間
以
上
と
方
二
間
の
掘
立
柱
建
物
、
湿
地

・
溝

（Ｓ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
一

―
○
エハ
）、
そ
し
て
古
墳
時
代
後
期
か
ら
続
く
大
溝

（Ｓ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
七
）
が
あ
る
。

片
面
廂
の
掘
立
柱
建
物
は
長
軸
を
南
北
方
向
に
設
定
し
て
お
り
、
規
格
性
を
持

っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
湿
地
と
北
川
に
狭
ま
れ
た
制
約

の
あ
る
用
地
を
活
用
す
る
た
め
に
、
で
き
る
限
り
建
物
を
東
の
湿
地
側
に
寄
せ

て
廂
を
西
側
に
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
側
を
意
識
し
た
建
築
構
想
が
窺
え

′つ
。上

面
遺
構
に
関
連
し
て
は
、
須
恵
器

（杯
身
）
を
中
心
と
し
た
遺
物
が
出
土

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
も
の
に
は
、
製
塩
土
器
と
建
築
部
材
そ
し

て
人
形
が
あ
る
。
人
形
は
溝

（ｓ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
五
）
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
木
簡

を
始
め
と
し
て
、
製
塩
土
器

・
建
築
部
材
の
ほ
と
ん
ど
は
湿
地
の
汀
線
付
近
か

ら
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
状
況
は
他
の
遺
物
や
有
機
物
と
混
在
す
る
状
態
で
検

出
さ
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
掘
立
柱
建
物
な
ど
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
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の
建
物
自
体
が
廃
棄
さ
れ
た
と
き
に
同
時
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

平
城
宮
跡
な
ど
出
土
の
若
狭
国
関
連
木
簡
の
大
部
分
が
、
調
塩
の
荷
札
木
簡

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
若
狭
国
は
律
令
国
家
の
税
制
の
中
で
、

調
と
し
て
塩
の
責
納
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
本
遺
跡
で
、
製

塩
土
器
が
木
簡
と
共
伴
し
て
出
土
し
、
さ
ら
に
溝
か
ら
人
形
が
出
上
し
て
い
る

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
地
理
的
に
重
要
な
項
目
と
し
て
次
の
二

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
尾
根
を
挟
ん
だ
若
狭
湾
岸
の
集
落
ご
と
に
製
塩
遺

跡
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
集
落
と
内
陸
部
の
集
落
が
現
在
も
経
済
的
関
係
を
持

っ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
川
を
挟
ん
だ
南
側
に
は
若
狭
国
の
国
行
推
定
地
が

存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
高
塚
遺
跡
は
塩
の
生
産
地
と

若
狭
国
の
行
政
の
中
心
地
を
結
ぶ
位
置
に
あ
り
、
内
陸
部
に
お
け
る

「調
塩
」

も
し
く
は

「調
塩
用
の
塩
」
の
集
散
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら

に
は
、
当
遺
跡
上
面
で
検
出
さ
れ
た
掘
立
柱
建
物
遺
構
は
、
官
行
も
し
く
は
そ

れ
に
準
じ
る
施
設
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
＜
戸
主
大

ア
真
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ

溢
〓

溢

ｏ毬

上
端
に
切
り
込
み
が
あ
る
付
札
だ
が
、
右
上
端
と
大
文
字
日
以
下
の
部
分
が

欠
損
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
全
容
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
裏
面
が
削
ら
れ
て

い
る
た
め
、
当
初
の
状
態
は
把
握
で
き
な
い
。
「大
部
真
…
…
」
に
関
連
の
あ

る
荷
物
に
つ
け
ら
れ
た
木
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、

調
査
室
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

奈
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（松
川
雅
弘
）
　
　
１




